
令和６年度 東大阪市 LINEアンケート 
 

 

対象者 有効回答数 

市公式LINEの友だちの内、東大阪市在住で

登録されている方 
2,291人 

 

問 1 性別を教えてください。 

 
女性の方により多く回答をいただきました。 

  

①男性

37.8%

②女性

61.0%

③どちらとも言えない、または答えたくない

1.1%

令和6年11月7日～令和６年11月21日に市公式LINEを活用して「市民のスポーツ実施実

態等に関するアンケート」を実施しました。 

目的…スポーツに対する市民の皆さまの意識や意向調査、スポーツ推進計画の進捗管理の

ためのアンケート 



問 2 年齢を教えてください。 

 

４０代以上の方が９割弱となりました。 

 

問 3 あなたはこの 1年間でどのくらい運動やスポーツをしましたか。 

 

おおよそ４割半の方が週に 1日以上運動やスポーツをされていることがわかりました。 

  

①17歳以下

0.2%

②18歳、19歳

0.2% ③20代

2.7%
④30代

7.6%

⑤40代

14.4%

⑥50代

24.9%

⑦60代

28.3%

⑧70代以上

21.6%

①週に5日以上

(年251日以上) 

9.3%

②週に3日以上(年

151～250日)

11.5%

③週に2日以上(年

101～150日)

10.9%

④週に1日以上

(年51～100日)

13.4%

⑤月に1～3日(年12～50日)

10.6%

⑥3か月に1～2日

(年4～11日)

6.9%

⑦年に1～3日

7.8%

⑧運動やスポーツを

しなかった

29.8%



問 4 問３で「運動やスポーツをした」と回答された方に質問です。 あなたが運動やスポーツをする

目的を教えてください。（複数回答可）                                 （ｎ=1,609） 

 

「健康のため」や「体力増進・維持のため」などの回答が多く、多数の方が健康志向だということが

わかりました。 

 

問 5 あなたはこの 1年間でスポーツを観戦しましたか。 

 

おおよそ８割半の方が何らかの方法でスポーツを観戦されていることがわかりました。 
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未回答

⑫その他

⑩美容のため

⑥精神の修養や訓練のため

⑦自己の記録や能力を向上させるため

⑧家族のふれあいとして

⑪肥満解消・ダイエットのため

⑨友人・仲間の交流として

③筋力増進・維持のため

⑤運動不足を感じるから

④楽しみ・気晴らしとして

②体力増進・維持のため

①健康のため

①現地でもテレビ

等でも観戦した

27.4%

②現地スタジアム

等で観戦した

5.1%

③テレビやインター

ネット等で観戦した

52.6%

④観戦していない

14.9%



問 6 あなたは運動やスポーツを「する」ことが好きですか。 

 

「好き」・「どちらかと言えば好き」と答えた方が 8割弱となりました。 

 

問 7 あなたは運動やスポーツを「みる」ことが好きですか。 

 

「好き」・「どちらかと言えば好き」と答えた方が 9割弱となりました。 

  

①好き

36.3%

②どちらかと言えば

好き

41.2%

③どちらかと言えば

嫌い

18.1%

④嫌い

4.4%

①好き

50.5%

②どちらかと言え

ば好き

35.7%

③どちらかと言え

ば嫌い

11.0%

④嫌い

2.7%



問 8 あなたは運動やスポーツを「ささえる」ことが好きですか。 

※「ささえる」とは指導者やスポーツボランティアや保護者を指します。 

 

「好き」・「どちらかと言えば好き」と答えた方が 6 割弱と、「みる」「する」に比べ、「ささえる」ことが

好きと答えた方が少ないことがわかりました。 

 

問 9 スポーツを「する」「みる」「ささえる」において、東大阪市はスポーツが盛んなまちだと感じま

すか。 

 

「感じる」・「どちらかと言えば感じる」と答えた方が 7割弱となりました。  

①好き

12.8%

②どちらかと言え

ば好き

44.9%

③どちらかと言え

ば嫌い

32.5%

④嫌い

9.8%

①感じる

14.8%

②どちらかと言え

ば感じる

51.5%

③どちらかと言え

ば感じない

24.4%

④感じない

9.2%



問 10 東大阪市が「ラグビーのまち」であることを誇りに思いますか。 

 

「思う」・「どちらかと言えば思う」と答えた方が 9割弱となりました。 

 

問 11 「東大阪市立ウィルチェアスポーツコート」をご存じですか。 

※本市ではウィルチェア（車いす）スポーツを推進するため、令和３年２月ウィルチェアスポーツ専用

のコートを開設しました。 

 
「知らない」と答えた方が７割弱と認知度が低いことがわかりました。 

  

①思う

53.4%②どちらかと言え

ば思う

34.7%

③どちらかと言え

ば思わない

7.6%

④思わない

4.4%

①知っており、利用

したことがある

1.7%
②知っているが、利

用したことがない

28.6%

③知らない

69.7%



問 12 オリンピックで注目されたアーバンスポーツを楽しめる施設として、東大阪市内にスケートボ

ードパークの設置を望みますか。 

※アーバンスポーツとは BMX、スケートボード、パルクール、インラインスケート、ブレイクダウンなど

といった、私たちが日々暮らしている「都市」を舞台に繰り広げられるスポーツのことを指します。 

 

「望む」「どちらかと言えば望む」と答えた方が 6割強となりました。 

 

問 13 自宅近くにスケートボードパークが整備された場合、利用するなど、事業を応援したいです

か。 

 

「応援したい」「どちらかと言えば応援したい」と答えた方が 5割半となりました。 

  

①望む

18.2%

②どちらかと言えば

望む

43.2%

③どちらかと言えば

望まない

22.1%

④望まない

16.5%

①応援したい

12.3%

②どちらかと言えば

応援したい

43.3%

③どちらかと言えば

応援したくない

25.9%

④応援したくない

18.5%



問 14 「スポーツのまちづくり」についてご意見・ご要望等がございましたら、ご自由にご記入くださ

い。（多数見られた意見を抜粋しています。回答数：613） 

 

➢ 未来ある若い人達が、のびのび好きな事にチャレンジできる街は、明るい未来を想像できる。 

➢ 高齢者にも楽しく運動できるスポーツが少しでも増やして頂けたら嬉しく思います。 

➢ 大人世代でも気軽に楽しめるスポーツ・運動施設が増えるといいなぁと思ってます。 

➢ 東大阪市民のスポーツ無料観戦出来る日を増やして欲しい。割引でも、優遇してもらえたら、観戦

する回数が増える。 

➢ スポーツよリも商業施設が欲しいです。 

➢ ヨガやウォーキングなど、生涯スポーツができる施設や機会が増えると嬉しいです。 

➢ 先日、中央公園に行った時車椅子で競技しているの初めて知りました東大阪も色々と頑張ってるん

だな～！ 

➢ 花園ラグビー場第２グランド整備をしてほしい。 

➢ 子どもが安全にスポーツができる施設や広場を増やしてほしい。東大阪は公園やグランドが少なす

ぎる。 

➢ 市内の公園で、ボールでの遊びが禁止されている場所が多いと聞きます。子どもたちがスポーツに

繋がる遊びができないことは、スポーツ離れに直結していると思います。騒音や悪いマナーなどから

来る苦情もあるでしょうが、スポーツのまちづくりを目指すならそこから改善してはどうでしょうか？ 

➢ ラグビーの町が大好きです。サッカー共々応援していきます。 

➢ 花園の地に新たな、総合スポーツ体育館を新設して欲しい。 

➢ ラグビーの町なのにラグビー部が無い中学が多すぎる。中学生の部活が大学のサークル程度すぎ

る、スポーツのまちづくりは誰に対してか？ラグビーができる一定の人たちだけなのかと思う。スポー

ツを頑張れる年齢の時にスポーツができない町のようです。 

➢ スケートボードなんかいらないので、あちこちボコボコの道路のアスファルトを修復してほしい。 

➢ 情報発信をもっとしてほしい、情報がわかりにくい、自ら情報を取りに行かないと、取り辛い、市が何

がしたいのかがわからない。こちら側が勉強不足なのかも知れないが、優しくないと感じる。 

➢ 花園ラグビー場と司馬遼太郎資料館は、東大阪の誇りだと思います。 

➢ 一部しか盛り上がりを感じない。全市民に還元出来る様に工夫、活性化が必要だと思います。 

➢ 普段からアーバンスポーツをする人たちに迷惑をかけられている(夜中騒いでうるさい。ゴミを散ら

かし後始末をしない等)ので、東大阪には不要。もちろん全員がそういうことをする人達では無いと

分かっているが、悪目立ちしているのが現状です。それよりも安心して球技ができる施設をもっと多

く作る必要性を感じます。 

※集計結果は、小数第 2 位を四捨五入しており、表記値と計算値との演算誤差が生じることがあるため、回答比率

の合計が１００％とならないことがあります。 

※複数の回答を依頼した質問では、比率の合計が１００％を越える場合があります。 

※図中の（ｎ=）は、有効回答数を示しています。 


